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平成１８年３月期 第１四半期財務・業績の概況(連結)   

平成 17 年 8 月 9 日 

上場会社名 株式会社日本触媒  

(URL http://www.shokubai.co.jp/)       （コード番号：４１１４ 東・大証第１部） 

問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長  近藤忠夫 
責任者役職・氏名 総 務 部 長  内海勝議   TEL:(06)6223-9111  

１． 四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
(内容)・法人税等の計上は、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 
・引当金の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無  ： 無 

（百万円未満は四捨五入にて表示しております。） 
２． 平成１８年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 6 月 30 日） 
（１）経営成績（連結）の進捗状況 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益  四半期（当期）  純  利  益 
 

18 年３月期第1 四半期 
17 年３月期第1 四半期 

百万円  ％ 
53,386  24.2 
42,978   7.3 

百万円  ％ 
6,332  65.3 
3,829  36.6 

百万円  ％ 
7,404  60.3 
4,618  50.5 

百万円  ％ 
4,225  42.4 
2,966  64.0 

(参考)  17 年 3 月期 197,222  16.2 22,212  43.8 23,709  37.7 15,705  78.0 
 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

 
18 年３月期第1 四半期 
17 年３月期第1 四半期 

円   銭 
22     19 
15     45 

円  銭 
― 
― 

(参考)  17 年 3 月期 81     37  ― 
(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

（２）財政状態（連結）の変動状況 
 総  資  産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 
18 年３月期第1 四半期 
17 年３月期第1 四半期 

百万円 
256,227 
220,725 

百万円 
147,334 
133,374 

％ 
57.5 
60.4 

円  銭 
774     49 
    694     61 

(参考)  17 年 3 月期 249,349 144,660 58.0 757     72  
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現 金 及 び 現 金 
同等物期末残高 

 
18 年３月期第1 四半期 
17 年３月期第1 四半期 

百万円  
 6,425 
 4,031 

百万円 
 △3,889 
 △3,483 

百万円 
△1,034 
△1,824 

百万円 
25,830 
17,350 

(参考)  17 年 3 月期 22,161 △16,934 △861 24,160 

３．平成１８年３月期中間期の業績予想（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

（１)連結業績予想 
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
 
中  間  期 

百万円 
109,000 

百万円 
 14,500 

百万円 
        9,200 

(参考)1 株当たり予想当期純利益(中間期) 48 円 36 銭 

（２)個別業績予想 
 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
 
中  間  期 

百万円 
82,000 

百万円 
 13,000 

百万円 
        8,500 

(参考)1 株当たり予想当期純利益(中間期) 44 円 68 銭 

[業績予想に関する定性的情報等] 
第１四半期の利益水準がこれまでの予想を上回り、製品市況が引き続き堅調に推移すると思われること
から、平成 17 年 3 月期決算発表時（平成 17 年 5 月 10 日）の中間期の業績予想を修正しております。 
なお平成 18 年 3 月期通期の業績予想につきましては、原料価格や為替の変動など、現時点では不透明な
要素が多いことから、平成 18 年 3 月期中間決算発表時に公表の予定です。 

※実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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Ⅰ 当第１四半期の経営成績 
当第１四半期におけるわが国経済は、個人消費の持ち直し、企業収益の改善および設備投資の緩やか
な増加などにより、景気は引き続き緩やかな回復基調で推移しました。 
化学工業界におきましては、国内外の需要は引き続き堅調に推移したものの、原料価格の高止まりや
為替の変動など、先行き不透明ななかで推移しました。 

全体の状況 
（単位：百万円） 

 前第１四半期 当第１四半期 増  減 前  期 
   （金 額） （伸び率）  
売 上 高 42,978 53,386 10,408 24.2％ 197,222 
営 業 利 益 3,829 6,332 2,502 65.3％ 22,212 
経 常 利 益 4,618 7,404 2,786 60.3％ 23,709 
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 2,966 4,225 1,259 42.4％ 15,705 
１株当たり四半期（当期）純利益 15.45 円 22.19 円 6.74 円 43.6％ 81.37 円 
ＲＯＡ ( 総 資 産 経 常 利 益 率 ) 8.4％ 11.7％ ― 3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 10.1％ 
ＲＯＥ ( 株主資本当期純利益率) 9.0％ 11.6％ ― 2.6 ﾎﾟｲﾝﾄ 11.4％ 

$=¥109.63 $=¥107.73 ¥△1.90 $=¥107.52 
為 替 （ ＄ 、 Ｅ Ｕ Ｒ ） 

EUR=¥132.15 EUR=¥135.47 ¥3.32 EUR=¥135.20 
ナ フ サ 価 格  29,100 円/kl 36,900 円/kl 7,800 円/kl 32,200 円/kl 
（注）四半期のＲＯＡ及びＲＯＥは、年換算しております。 

 当第１四半期の売上高は、アクリル酸およびアクリル酸エステルなどの基礎化学品や精密・機能性化
学品の市況が上昇し、かつ販売も堅調に推移したことにより、前第１四半期に比べて 104 億 8 百万円増
収（24.2％）の 533 億 8 千 6 百万円となりました。 
 利益面につきましては、ナフサ価格高騰に伴い原料価格が大きく上昇したものの、基礎化学品を中心
とした市況が上昇し、精密・機能性化学品などの販売数量が増加、さらにはコスト削減にも努めた結果、
営業利益は、前第１四半期に比べて25 億 2 百万円増益（65.3％）の 63 億 3 千 2 百万円となりました。 
経常利益は、金融収支の改善や持分法による投資利益の増加により、前第１四半期に比べて27 億 8 千
6 百万円増益（60.3％）の 74 億 4 百万円となり、当期純利益も、前第１四半期に比べて12 億 5 千 9 百万
円増益（42.4％）の 42 億 2 千 5 百万円となりました。 

セグメント別の概況 

◎事業の種類別 
 
（基礎化学品事業） 
 アクリル酸およびアクリル酸エステルは、国内外の市況が上昇し、かつ需要が堅調に推移するなか、
昨年央に連結子会社化したシンガポール・アクリリック社などの売上も寄与したことにより、大幅な増
収となりました。 
  エチレングリコールは、輸出の販売数量は減少したものの、国際市況の上昇により、増収となりまし
た。 
  酸化エチレンは、国内の需要が堅調に推移し続けるとともに、原料価格上昇による製品価格の修正が
進捗し、増収となりました。 
 エタノールアミンは、輸出が堅調に推移したことにより、増収となりました。 
  高級アルコール（商品名“ソフタノール”）は、主に輸出価格の修正により、増収となりました。 
 以上の結果、基礎化学品事業の売上高は、前第１四半期に比べて 37.1％増加し、232 億 3 千 3 百万円
となりました。 
  営業利益については、原料価格は上昇したものの、アクリル酸およびアクリル酸エステルなどの国際
市況が上昇したことにより、前第１四半期に比べて2.4 倍の 36 億 5 百万円となりました。   

（機能性化学品事業） 
高吸水性樹脂は、世界的に需要が拡大するなかで販売数量を増加させ、また値上げも進んでおり、増
収となりました。 
  無水マレイン酸は、原料価格上昇による製品価格の修正が進み、増収となりました。 
塗料・樹脂原料やコンクリート混和剤並びに洗剤原料は、国内外の需要が堅調に推移し、増収となり
ました。 
アクリル系粘接着剤・塗料用樹脂は、国内の需要が堅調に推移したことにより、増収となりました。 
粘着加工品や樹脂成形品も順調に推移し、増収となりました。 
  また、樹脂改質剤、医薬中間原料、有機・無機微粒子、よう素化合物および不飽和ポリエステル樹脂
は、ほぼ前第 1 四半期並みに推移しました。 
  以上の結果、機能性化学品事業の売上高は、前第１四半期に比べて 19.3％増加し、263 億 2 千 4 百万
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円となりました。 
  営業利益は、原料価格は上昇したものの、販売数量の増加および一部製品の価格修正により、前第１
四半期に比べて28.3％増加し、28 億 8 千 4 百万円となりました。  

(環境・触媒事業) 
自動車触媒は、輸出車向けの需要が堅調に推移したことにより、増収となりました。 
技術輸出関連触媒、排水処理装置および触媒、排ガス処理装置および触媒は、ほぼ前第 1 四半期並み
に推移しました。 
 脱硝触媒は、国内の需要が低調に推移したため、減収となりました。 
  以上の結果、環境・触媒事業の売上高は、前第１四半期に比べて 3.5％減少し、38 億 2 千 9 百万円と
なりました。 
 営業利益は、前第１四半期に比べて33.9％減少し、5 千 1 百万円となりました。 
 
◎所在地別  
（日本） 
基礎化学品の市況が上昇したことや、高吸水性樹脂、特殊エステルなどの精密・機能性化学品の販売
が堅調に推移したことにより、売上高は前第１四半期に比べて 16.5％増加し、384 億 5 千万円となりま
した。 
営業利益は、基礎化学品などの製品価格の上昇や精密・機能性化学品などの増販効果などにより、前
第１四半期に比べて 69.7％増加し、44 億 3 千 8 百万円となりました。 

（欧州） 
高吸水性樹脂の販売が堅調に推移したことにより、売上高は前第１四半期に比べて 24.5％増加し、61
億 2 千 6 百万円となりました。 
営業利益は、一部値上げもありましたが、原料価格の上昇により、ほぼ前第１四半期並みの 3 億 4 百
万円となりました。 

（アジア） 
アクリル酸およびアクリル酸エステルの販売が堅調に推移し、売上高は前第１四半期に比べて 2.2 倍
の 63 億 6 千 6 百万円となりました。 
営業利益については、原料価格上昇のなか、アクリル酸およびアクリル酸エステルの国際市況が上昇
したことにより、前第１四半期に比べて 2.7 倍の 15 億 4 千 3 百万円となりました。 

（その他の地域） 

 高吸水性樹脂は前第１四半期並みに推移し、さらに、期初からアクリル酸系洗剤ビルダーの販売を開
始したことにより、売上高は前第１四半期に比べて15.2％増加し、24 億 4 千 5 百万円となりました。 

 営業利益は、原料価格が上昇したため、前第1 四半期に比べて3 億 3 千 4 百万円減少し、1 億 3 百万円

の赤字となりました。 

 
Ⅱ 当第１四半期の財政状態 
 当第１四半期末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが、有形固定資
産の取得による支出や配当金の支払額を上回ったことなどにより、前期末に比べて 16 億 7 千万円増加
し、258 億 3 千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期の 40 億 3 千 1 百万円の収入に対し、64 億 2 千
5 百万円の収入となりました。おもに税金等調整前四半期純利益が増加したことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加したものの、出資金
の出資等による支出が減少したことなどにより、ほぼ前第１四半期並みの38 億 8 千 9 百万円の支出と
なりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額の増加や自己株式の取得などの支出が増加
したものの、借入れによる収入などにより、前第１四半期の 18 億 2 千 4 百万円の支出に対し、10 億 3
千 4 百万円の支出となりました。                        
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Ⅲ 業績見通し 
  
平成 18 年 3 月期中間期の業績予想につきましては、製品市況が引き続き堅調に推移すると思われるこ
と、および技術輸出関連触媒の需要の前倒しが予想されることから、平成 17 年 5 月 10 日の決算発表時
の業績予想を以下のとおり修正しております。 
 
１．平成 18 年 3 月期 連結中間業績予想数値の修正（平成17 年 4 月 1 日～平成17 年 9 月 30 日） 
           （単位：百万円、％） 

売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （A） 105,000 13,000 8,500 
今 回 修 正 予 想 （B） 109,000 14,500 9,200 
増 減 額（B－A） 4,000 1,500 700 
増 減 率 3.8％ 11.5％ 8.2％ 

 
２．平成 18 年 3 月期 単独中間業績予想数値の修正（平成17 年 4 月 1 日～平成17 年 9 月 30 日） 
              （単位：百万円、％） 

売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （A）  78,500 11,800 8,000 
今 回 修 正 予 想 （B） 82,000 13,000 8,500 
増 減 額 （B－A） 3,500 1,200 500 
増 減 率 4.5％ 10.2％ 6.3％ 

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 
上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断した予想であり、実際の業績は、今後、様々
な要因によって当該予想数値と異なる場合があります。 
なお、平成18 年 3 月期通期業績予想（連結、単独）につきましては、ナフサ価格や為替相場の影響な
ど不透明な要因があり、中間決算発表時（11 月 9 日予定）に公表の予定です。 

以 上 
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（添付資料） 

１．第１四半期連結財務諸表等 
 

（１）要約連結貸借対照表 
                                       （単位 金額：百万円 構成比：％） 

前第１四半期末 
(H16.6.30) 

当第１四半期末 
(H17.6.30) 

前連結会計年度末 
(H17.3.31) 

期  別 

科  目 金 額 構成比 金 額 構成比 
増 減 

金 額 構成比 

[ 資 産 の 部 ]        

< 流 動 資 産 > <96,128> 43.6 <118,009> 46.1 <21,881> <114,848> 46.1 

 現 金 及 び 預 金  17,369    25,863   8,494  24,193   

 受取手形及び売掛金  45,238   51,847   6,609  52,996   

 た な 卸 資 産  25,023   31,691   6,667  29,702   

 そ の 他  8,498   8,608   110  7,957   

< 固 定 資 産 > <124,597> 56.4 <138,218> 53.9 <13,622> <134,501> 53.9 

 有 形 固 定 資 産  76,212   88,844   12,632  86,410   

 無 形 固 定 資 産  3,549   3,145   △403  3,284   

 投資その他の資産  44,836   46,230   1,394  44,806   

 資 産 合 計  220,725  100.0 256,227  100.0 35,502  249,349  100.0 

[ 負 債 の 部 ]        

< 流 動 負 債 > <60,466> 27.4 <69,659> 27.2 <9,193> <65,079> 26.1 

 支払手形及び買掛金  30,134   37,974   7,840  36,901   

 短 期 借 入 金  7,451   8,124   673  6,951   

 １年内に返済する 長 期 借 入 金  6,258   6,019   △239    5,653   

 １年内に償還する 社 債  5,000   ―   △5,000         ―  

 そ の 他  11,623   17,542   5,919  15,574   

< 固 定 負 債 > <25,059> 11.4 <35,540> 13.9 <10,481> <36,116> 14.5 

 社 債  ―   5,000   5,000      5,000   

 長 期 借 入 金  15,263   21,293   6,029  21,541   

 そ の 他  9,796   9,247   △548  9,575   

 負 債 合 計  85,525  38.8 105,199  41.1 19,674  101,195  40.6 

[ 少 数 株 主 持 分 ]        

< 少 数 株 主 持 分 > <1,826> 0.8 <3,694> 1.4 <1,868> <3,494> 1.4 

[ 資 本 の 部 ]        

< 資 本 金 > <16,529> 7.5 <16,529> 6.5 <―> <16,529> 6.6 

< 資 本 剰 余 金 > <13,564> 6.1 <13,565> 5.3 <1> <13,565> 5.4 

< 利 益 剰 余 金 > <100,843> 45.7 <115,070> 44.9 <14,227> <112,496> 45.1 

< そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 > <5,095> 2.3 <5,662> 2.2 <567> <5,632> 2.3 

< 為替換算調整勘定 > <△1,171> △0.5 <△507> △0.2 <665> <△1,058> △0.4 

< 自 己 株 式 > <△1,486> △0.7 <△2,987> △1.2 <△1,501> <△2,505> △1.0 

 資 本 合 計  133,374  60.4 147,334  57.5 13,960  144,660  58.0 

 負債、少数株主持分 
及 び 資 本 合 計 

 220,725  100.0 256,227  100.0 35,502  249,349  100.0 
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（２）要約連結損益計算書 
 

 （単位 金額：百万円 百分比：％） 

前第１四半期 
(H16.4.1～H16.6.30) 

当第１四半期 
(H17.4.1～H17.6.30) 

前連結会計年度 
(H16.4.1～H17.3.31) 

期  別 

科  目 
金 額 百分比 金 額 百分比 

増 減 

金 額 百分比 

売上高 42,978 100.0 53,386 100.0 10,408 197,222 100.0 

売上原価 31,956 74.4 39,449 73.9 7,493 145,019 73.5 

売上総利益 11,022 25.6 13,937 26.1 2,915 52,203 26.5 

販売費及び一般管理費 7,193 16.7 7,605 14.2 412 29,991 15.2 

営業利益 3,829 8.9 6,332 11.9 2,502 22,212 11.3 

営業外収益 1,103 2.5 1,610 3.0 507 4,179 2.1 

営業外費用 315 0.7 538 1.0 223 2,683 1.4 

 経常利益 4,618 10.7 7,404 13.9 2,786 23,709 12.0 

特別損失 ― ― ― ― ― 479 0.2 

 税金等調整前四半期(当期)純利益 4,618 10.7 7,404 13.9 2,786 23,230 11.8 

法人税等 1,573 3.6 3,017 5.7 1,444 7,249 3.7 

少数株主利益 79 0.2 162 0.3 83 275 0.1 

 四半期（当期）純利益 2,966 6.9 4,225 7.9 1,259 15,705 8.0 
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（３）要約連結剰余金計算書 
                                                                         

（単位：百万円） 

期  別 

科  目 

前第１四半期 

(H16.4.1～H16.6.30) 

当第１四半期 

(H17.4.1～H17.6.30) 
増  減 

前連結会計年度 

(H16.4.1～H17.3.31) 

（資本剰余金の部）     

資本剰余金期首残高 (13,564) (13,565) (1) (13,564) 

資本剰余金増加高 (―) (0) (0) (1) 

自己株式処分差益  ―   0    0  1  

資本剰余金四半期末(期末)残高 (13,564) (13,565) (1) (13,565) 

（利益剰余金の部）     

利益剰余金期首残高 (98,948) (112,496) (13,549) (98,948) 

利益剰余金増加高 (2,966) (4,225) (1,259) (15,705) 

四半期(当期)純利益 2,966           4,225 1,259  15,705  

利益剰余金減少高 (1,070) (1,651) (580) (2,157) 

配当金 960  1,526  566  1,920  

取締役及び監査役賞与 110  125  15  110  

持分法適用会社減少に伴う 

利益剰余金減少高 
―  ―  ―  126  

利益剰余金四半期末(期末)残高 (100,843) (115,070) (14,227) (112,496) 
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（４）要約連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                                 （単位：百万円） 

期  別 
科  目 

前第１四半期 
(H16.4.1～H16.6.30) 

当第１四半期 
(H17.4.1～H17.6.30) 

 
増 減 

前連結会計年度 
(H16.4.1～H17.3.31) 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前四半期（当期）純利益 4.618 7,404 2,786 23,230 

減 価 償 却 費 1.783 1,957 174 8,028 

売上債権の減少額又は増加額（ △） △808 1,199 2,006 △7,913 

たな卸資産の減少額又は増加額（△） △1,242 △1,946 △704 △5,140 

仕入債務の増加額又は減少額（△） 1,168 1,095 △73 7,052 

そ の 他 1,323 347 △977 2,247 

小    計 6,843 10,056 3,213 27,504 

法 人 税 等 の 支 払 額 △3,170 △4,629 △1,459 △5,830 

そ の 他 358 997 640 487 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,031 6,425 2,393 22,161 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー     

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △2,448 △4,207 △1,760 △12,033 

連結範囲変更を伴う子会社株式取得による支出 ― ― ― △2,130 

出 資 金 の 出 資 等 に よ る 支 出 △1,028 △128 900 △2,240 

貸 付 け に よ る 支 出 △252 △220 32 △334 

貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 269 632 363 1,126 

そ の 他 △24 34 58 △1,325 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,483 △3,889 △407 △16,934 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー     

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 299 1,151 852 △453 

長 期 借 入 れ に よ る 収 入 ― 1,625 1,625 10,700 

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △1,140 △1,785 △645 △8,148 

社 債 の 発 行 に よ る 収 入 ― ― ― 5,000 

社 債 の 償 還 に よ る 支 出 ― ― ― △5,000 

配 当 金 の 支 払 額 △960 △1,526 △566 △1,920 

自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △10 △482 △473 △1,031 

そ の 他 △13 △17 △4 △9 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,824 △1,034 791 △861 

Ⅳ.現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 168 196 81 

Ⅴ.現金及び現金同等物の増減額 △1,304 1,670 2,974 4,446 

Ⅵ.現金及び現金同等物の期首残高 18,654 24,160 5,506 18,654 

Ⅶ.連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の増加額 ― ― ― 1,060 

Ⅷ.現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 17,350 25,830 8,480 24,160 
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２．セグメント情報 

 

（１）事業の種類別セグメント情報 
 

前第１四半期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日） （単位：百万円）  
 基 礎 

化学品 
機能性 
化学品 

環境・ 
触 媒 

合 計 
消去又 
は全社 

連 結 

売上高及び営業損益       
売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 16,942 22,068 3,969 42,978 ― 42,978 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

2,619 88 53 2,759 (2,759) ― 

計 19,561 22,155 4,021 45,737 (2,759) 42,978 
営業費用 18,069 19,907 3,944 41,920 (2,771) 39,149 

営業利益 1,492 2,248 77 3,818    12 3,829 
 
当第１四半期（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 6 月 30 日） （単位：百万円） 

 基 礎 
化学品 

機能性 
化学品 

環境・ 
触 媒 

合 計 
消去又 
は全社 

連 結 

売上高及び営業損益       
売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 23,233 26,324 3,829 53,386 ― 53,386 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

3,616 92 409 4,118 (4,118) ― 

計 26,849 26,416 4,239 57,504 (4,118) 53,386 
営業費用 23,244 23,532 4,188 50,964 (3,910) 47,055 

営業利益 3,605 2,884 51 6,540  (208) 6,332 
 
前連結会計年度（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） （単位：百万円） 

 基 礎 
化学品 

機能性 
化学品 

環境・ 
触 媒 

合 計 
消去又 
は全社 

連 結 

売上高及び営業損益       
売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 80,027 99,355 17,840 197,222 ― 197,222 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

12,330 442 199 12,971 (12,971) ― 

計 92,357 99,796 18,040 210,193 (12,971) 197,222 
営業費用 82,426 89,708 15,910 188,043 (13,034) 175,010 

営業利益 9,931 10,089 2,130 22,150 62  22,212 
 
 
(注) １．事業区分は、事業の種類・性質の類似性等を勘案して決定しております。 
２．各事業区分の主な製品 

(1)基礎化学品事業 アクリル酸、アクリル酸エステル、酸化エチレン、エチレングリコール、
エタノールアミン、高級アルコール 

(2)機能性化学品事業 高吸水性樹脂、医薬中間原料、コンクリート混和剤、有機・無機微粒子、
よう素、無水マレイン酸、不飽和ポリエステル樹脂、粘接着剤・塗料用
樹脂、耐熱絶縁塗料、樹脂成形品、粘着加工品 

(3)環境・触媒事業 自動車触媒、脱硝触媒、ダイオキシン類分解触媒、プロセス触媒、排ガ
ス処理装置 
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（２）所在地別セグメント情報 
 
前第１四半期（平成16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日）               （単位：百万円） 

  
日 本 

 
欧 州 

 
アジア 

その他 
の地域 

 
合 計 

消去又 
は全社 

 
連 結 

売上高及び営業損益        
売上高        
(1)外部顧客に対する売上高 32,992 4,918 2,945 2,122 42,978 ― 42,978 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

3,590 15 11    256 3,872 (3,872) ― 

 計 36,582 4,933 2,956 2,379 46,850 (3,872) 42,978 
33,967 4,623 2,393 2,148 43,131 (3,982) 39,149 営業費用 

営業利益 2,615 310 563 230 3,719 110 3,829 
 
 
当第１四半期（平成 17年 4月 1 日～平成 17年 6月 30 日）                       （単位：百万円） 

  
日 本 

 
欧 州 

 
アジア 

その他 
の地域 

 
合 計 

消去又 
は全社 

 
連 結 

売上高及び営業損益        
売上高        
(1)外部顧客に対する売上高 38,450 6,126 6,366 2,445 53,386 ― 53,386 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

4,639 13 66 17 4,735 (4,735) ― 

 計 43,089 6,139 6,432 2,462 58,122 (4,735) 53,386 
38,651 5,835 4,888 2,565 51,940 (4,885) 47,055 営業費用 

営業利益又は営業損失(△) 4,438 304 1,543 △103 6,182 150 6,332 
 
 
前連結会計年度（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）    （単位：百万円） 

  
日 本 

 
欧 州 

 
アジア 

その他 
の地域 

 
合 計 

消去又 
は全社 

 
連 結 

売上高及び営業損益        
売上高        
(1)外部顧客に対する売上高 147,020 22,701 17,611 9,890 197,222 ― 197,222 
(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 

15,096 51 176 604 15,927 (15,927) ― 

 計 162,116 22,753 17,786 10,494 213,150 (15,927) 197,222 
145,233 21,783 14,600 10,247 191,863 (16,854) 175,010 営業費用 

営業利益 16,884 970 3,186 247 21,286 926 22,212 

 
(注) １． 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
 ２． 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

（１）欧州    …………ベルギー 
（２）アジア …………シンガポール、インドネシア、中国 
（３）その他の地域 北米……米国 
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（３）海外売上高 
 
前第１四半期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日） （単位：百万円） 

 アジア 欧 州 北 米 その他の地域 計 
Ⅰ 海外売上高 7,313 6,257 2,973 975 17,518 

Ⅱ 連結売上高  42,978 

Ⅲ 連結売上高に占める海外
売上高の割合 

17.0％ 14.6％ 6.9％ 2.3％ 40.8％ 

 
 
当第１四半期（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 6 月 30 日） （単位：百万円） 

 アジア 欧 州 北 米 その他の地域 計 
Ⅰ 海外売上高 11,393 7,815 3,591 1,498 24,298 

Ⅱ 連結売上高  53,386 

Ⅲ 連結売上高に占める海外
売上高の割合 

21.3％ 14.7％ 6.7％ 2.8％ 45.5％ 

 
 
前連結会計年度（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）   （単位：百万円） 

 アジア 欧 州 北 米 その他の地域 計 
Ⅰ 海外売上高 36,309 28,688 15,975 4,078 85,051 

Ⅱ 連結売上高  197,222 

Ⅲ 連結売上高に占める海外
売上高の割合 

18.4％ 14.5％ 8.1％ 2.1％ 43.1％ 

 
（注） １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
２．各区分に属する主な国又は地域 
(１) アジア 東アジア及び東南アジア諸国 
(２) 欧 州 ヨーロッパ諸国 
(３) 北 米 北アメリカ諸国 
(４) その他の地域 アジア、欧州、北米及び本邦を除く国又は地域 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高の合計金額であ
ります。 

 
 

 


